
前ページの答えは、わかりましたか？
　正解は「全部」です。
「え～、本当！？」と感じる方も多いのではないでしょうか。
　　　 実は、これでも“ほ

・
ん
・

の
・

一部”なんですよ！！

南区でとれる農産物

このほかにもまだ、たくさんあります。季節によっても変わりますので、実際に確かめてみてください。
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で

広
げ
よ
う
「
地
域
の
輪
」
！

地域住民
消費者

地元の農産物に
　・興味を持つ
　・おいしさを体験する
　・消費する

　

南
区
と
い
う
地
域
で
完
結
す
る
「
地

産
地
消
」。
単
に
「
生
産
者
と
消
費
者
」

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、お
互
い
が
「
地

域
住
民
」
で
も
あ
り
ま
す
。
農
業
へ
の

熱
意
や
農
産
物
へ
の
信
頼
、
そ
し
て
地

元
へ
の
「
愛
着
」
は
、
南
区
を
元
気
に

し
ま
す
。
ま
た
、
買
い
物
で
交
わ
さ
れ

る
「
会
話
」
は
、
ご
近
所
同
士
の
会
話

で
も
あ
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行

わ
れ
る
と
、
地

域
の
「
輪
」
が

広
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
　
　

区
は
、
果
樹
の
産
地
と

　
　
　

し
て
多
く
の
市
民
に
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
果

樹
以
外
に
も
生
産
規
模
は
大
き

く
な
い
な
が
ら
、
市
内
で
最
も

多
様
な
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

い
る
地
域
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

近
年
、
こ
う
し
た
特
徴
を
生

か
し
て
、
南
区
で
も
「
地
元
で

生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元
で
消

費
す
る
」
と
い
う
「
地
産
地
消
」

の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
産
地
消
の
先

駆
け
と
な
っ
た
「
朝
市
」
で
す
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
結
成
し
た
朝
市
実
行

委
員
会
が
、
地
元
農
家
の
協
力

を
得
て
、
安
心
で
新
鮮
な
農
産

物
を
提
供
し
、
地
域
の
台
所
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、「
生
産
者
直
売

所
」
で
す
。
地
元
の
農
家
同
士

が
協
力
し
、
と
れ
た
て
の
農
産

物
を
広
く
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
何
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

南

︿
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ト
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流
通
シ
ス
テ
ム
の
発
達
や
輸
入
な
ど

に
よ
り
、
同
じ
農
産
物
が
一
年
を
通
じ

て
供
給
さ
れ
る
時
代
と
な
り
、「
旬
」

を
味
わ
う
機
会
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
元
の
農
産
物
に
興
味
を

持
つ
こ
と
で
、
忘
れ
か
け
て
い
た
「
旬
」

を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

南
区
の
旬
の
農
産
物
に
出
会
い
、
旬

の
お
い
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
南

区
の
農
業
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

︿
ポ
イ
ン
ト
２
﹀

　　　　　　 の農業は、都市化の影響や輸入農産物の増大、後継者不足などが原因で、農家戸数、
耕作面積ともに年々減少するなど、厳しい状況が続いています。
　しかし、近年、食の安全に対する関心や高齢化社会などを背景として、札幌市の農業は「新鮮
で安全な農産物の供給」や「地域の憩いの場」などを求める市民ニーズから、再び注目されつつ
あります。

  札幌市

南
区
の〝
地
産
地
消
〟

生産者
・安心
・安全
・新鮮　
　　な農産物を提供する

信
頼
感
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